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主観・客観 TDB景気動向調査 ( URL https://www.tdb-di.com ) 

当コラムの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用
を超えた複製および転載を固く禁じます。 

CBDC（中央銀行デジタル通貨）が日本の国民生活に及ぼす影響 

 

日本では、人口の高齢化や地域間の経済格差、デジタルインフラの整備などが急速に進ん

でいますが、金融サービスの利便性向上と経済の活性化はこれまで以上に求められています。

CBDC（中央銀行デジタル通貨）は、これらの課題に対応する一つの解決策として期待され

ているのです。 

 

日本の国民生活において、CBDCが導入されると日常の支払い方法を大きく変える可能性

があります。現金依存度が高い日本において、CBDCが非接触、即時の決済手段として普及

することにより、商取引の便利さを大幅に向上させると期待されます。特に、災害時などの

非常時においても、安定した決済手段として機能することは大きなメリットとなり得ます。 

 

過疎地や離島部に住む人びとにとっては、銀行の支店が遠く、金融サービスにアクセスす

ることが困難な場合があります。CBDCは、インターネットがあれば誰でもアクセス可能な

デジタル通貨であり、金融サービスの地理的な格差が解消されることや、高齢者などがより

簡単に安全な方法で日常の金融活動に参加できることにつながるでしょう。 

 

CBDCの日々の処理はブロックチェーン技術を使用して記録されるため、不正行為やマネ

ーロンダリングの防止に強みを発揮すると言えます。これにより、経済活動全体の透明性が

向上し、国民の信頼を得ることが可能になります。また、CBDCは高度なセキュリティ機能

を備えているため、サイバー攻撃や詐欺から利用者を保護する効果も期待されています。 

 

消費者はより詳細な支出の追跡が可能になり、個人の財産管理が向上するとみられますが、

デジタル化された通貨の「見えない」性質が消費行動に与える心理的な影響には注意が必要

です。消費者が支出を抑えるのか、あるいは逆に増やすのか、それは国民が CBDCの導入を

どのように感じ取るかによって異なってくるでしょう。 

 

CBDCの導入は、日本の国民生活に多方面で影響を与えると予測されます。支払いの便利

さや金融アクセスの向上、経済の透明性、個人の財産管理、そして個人への直接的な財政・

金融政策の実施など、その影響は広範囲に及びます。しかし、これらの変化を有効に活用す

るためには、デジタルリテラシーの向上や、セキュリティおよびプライバシー保護のための

対策が重要となるでしょう。 
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